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1. は　じ　め　に

本書は，1998～2008年に刊行された『表面分析技術選

書』シリーズの一冊として 2002年に出版された『ナノテ

クノロジーのための走査プローブ顕微鏡』の改訂版であ

る（Fig. 1）。初版から四半世紀が経過する間に，SPM分

野は測定対象・応用範囲・解析手法などで多彩な発展を

重ね，扱える領域が大きく広がった。そこで，今回の改

訂版では，この 25年間の発展をわかりやすく見渡してい

ただけるよう，内容を再構成している。また，研究の場

で役に立つ“かゆいところに手が届く”実用的な技術書と

するとともに，未来の研究につながる確かな手がかりを

示すことを目指している。

2. SPMを使いこなし新たな世界を

1981年の STMの発明および 1986年のノーベル賞受賞

が象徴するように，原子・分子スケールの像を直接取得

できる手法の登場は，表面科学の研究に新しい視点をも

たらした。ナノスケールの世界をそのまま可視化し，原

子・分子を“実空間像”として捉えられるようになったこ

とで，局所電子状態，応答の空間的なゆらぎ，さらには

非平衡ダイナミクスを理解する対象に至るまで，多様な

物性情報を直接扱う研究の可能性を大きく拓く契機とな

った。その後，AFMをはじめとする多くの手法が体系化

され，「SPMでどこまでの情報を抽出できるか」「何を観

測し得るか」「観察結果をどのように解釈するか」とい

った根源的問いに向き合う中で，研究の視野や扱えるテ

ーマが大きく広がった。

さらに今日では，SPMはナノ科学や材料科学の基盤技

術としてのみならず，量子物性，化学反応ダイナミクス，

生体分子計測など，幅広い分野と関連しながら新たな研

究領域を形成しつつある。単一分子操作や超高速過程の

可視化といった挑戦的テーマが実現する中で，SPMが担

う役割は計測技術の枠を超え，物質科学の方法論に新し

い方向性を与えつつある。

こうした背景のもと，本書は 25年間に蓄積された技術

的・概念的進展を俯瞰的に整理し，研究現場で直面する

具体的課題に応える実践的指針を提供するとともに，学

生や異分野研究者に対しては SPM理解への体系的導入と

なることを意図している。次世代の挑戦的研究を支える

基盤として，新たな一歩を踏み出す一助となれば幸いで

ある。
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Fig. 1. (color online). 『表面分析技術選書 走査プロー
ブ顕微鏡　第 2 版』丸善出版（2025 年 11 月 15 日），
216ページ，定価 3800 円+税，ISBN：978-4621312018。
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